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元日から大雪という２０１５年の幕開けでした。
１月４日は穏やかに晴れ、絶好の狼煙日和となりました。
北は塩尻市：奈良井城跡、南は南木曽町：馬籠峠頂上まで木曽谷２６ヶ所、
３４５名の参加のもと天に向かって狼煙が揚がりました。
毎年妻籠城址に参加いただいている大垣の高木浩二さんに最新機器
「マルチコプター｣で空から撮影していただきました。
左手は伊勢山、その下を青く木曽川が流れています。遡っていくと、野尻、
須原、上松、木曽福島、宮ノ越、薮原、奈良井と続きます。



　今回の全国ゼミは、佐賀県の鹿島市と嬉野市合同
で行われました。私たち協力隊も同行させていただ
くという貴重な機会をいただきました。町並み保存
に尽力されている方々がお話しする、わが町の取り
組み事例はとても刺激を受けました。
　その中で志田焼の里博物館の方の事例を挙げさ
せていただきます。志田焼の里博物館では平成１８年
に指定管理者による運営という方針が打ち出され、
西山、北志田、南志田の自治会役員によって運営を目
的とした、志田焼の里振興会が結成されました。
　今回の町並みゼミの分科会と同日に、年２回春と
秋に開催されるお祭りが行われていました。３地区が
持ち回りで行うお祭りは、博物館の活用だけではな
く、地域のコミュニティにかかる役割がとても大きい
とのことです。自治会それぞれが協力をし合って運
営をしています。お祭りは今年で８年目を迎えてお
り、初めて回覧で「地元のお祭り」というキーワードが
でてきて、とてもうれしいと話していました。地元の
人に認められたお祭りとして今後も地域に根付いた
ものとして続けていくことを目標としているとのこ
とでした。８年目にしてやっと、という感慨深さはお話
しを聞いていて伝わってきました。回覧に載ったその
一言は大切な大きな大きな変化だと感じました。
　振り返って南木曽町の妻籠宿のことを思います。
先進事例でありながら、後続の伝建地区と同様の問
題を抱えています。妻籠宿の答えを見せることで伝
建地区としての方向性の一つになるのだと思いまし
た。
　最後に、妻籠を愛する会の皆様今回は貴重な体験
をさせていただきありがとうございました！

第37回全国町並みゼミ　鹿島・嬉野大会第37回全国町並みゼミ　鹿島・嬉野大会

地域おこし協力隊　伊 藤 恵 理
　２０１４年１１月７日～９日に、佐賀県鹿島市・嬉野市で
開催された全国町並みゼミに参加させて頂きまし
た。全国各地から約６５０人が集結と想像以上に盛大
なもので、参加者同士が熱い議論を交わし、交流を
深める良い機会になっていたと感じます。
　２日目に私は、「空き家の再生と活用を考える」分科
会に参加しました。福岡県福津市・津屋崎ブランチの
山口さんからは、まちの活性と存続を目的として空
き家を再生・活用したり、移住者視点で移住交流のプ
ロモーションを行ったりといった事例が報告されまし
た。特に“住んでいた人の思いを引き継ぐスタンス
で”、移住者が不動産屋を営んでいるという『暮らし
の問屋』の事例は興味深かったです。福岡県八女市
で空き家だった町屋を活用し『うなぎの寝床』という
アンテナショップを運営されている白水さんは、普段
都会に流れてしまって地元のひとが気づいていない
魅力的な地元の品を、地元のひとが買うことが出来
るような場所をつくりたいと取り組み、まちに元気を
もたらしています。
　今回若者によって古民家が活用され、ビジネスと
して成立している事例に触れ、刺激を受けました。妻
籠宿には日本で他地域に先駆けて町並み保存運動
に取り組み、日本の伝統的な町並みを守ってきた誇
るべき歴史があります。それは私のような外部の人
間から見ても、素晴らしく希少なものだと思います。
その歴史を存続させていくためにも、今後浮上して
くるであろう空き家問題への対策を含め、妻籠の未
来を考えていくことが必要になってくるのかなと、ふ
と考えさせられる町並みゼミでした。

地域おこし協力隊　松 林 沙 紀



　上嵯峨屋の石置き板葺き屋根の屋根返しについ
ては、定期的に妻籠地区の住民の方にご協力いただ
いて行っていますが、街道からみて裏側の片屋根の
下地が腐食して危険な状態になったため、平成２６年
度の伝建地区保存修理事業で修理をしました。板屋
根の葺き替えについては今回も妻籠地区の方にご協
力いただくことになり、私も初めて参加させていた
だきました。
　屋根葺きに必要な枕木については、１２月１日に一
石栃において、チェーンソーを使って栗材を分割して
作りました。当日は雨が降り大変でしたが、シートを
雨よけにして作業し、何とか作ることができました。

　板屋根葺きは、１２月１０日に行いました。使う板は、
これも以前地区の方がサワラ材をへいでつくったも
のを使用します。ベテランの方に教えてもらいなが
ら作業は進みました。
　板の並べ方も、ただ並べればいいというものでは
なく、雨が漏らないようにするなどのやり方がありま
す。重い石を下から屋根に上げるなど大変な作業で
したが、１０時頃から始めて夕方までには終了しまし
た。今回は、新規に葺いていく作業のため、いつもよ
り時間がかかったようです。みなさんお疲れ様でし
た。私も貴重な体験ができました。ありがとうござい
ました。文化財を活用してのこうした取り組みは、文
化庁からも高く評価していただいています。引き続
きご協力をお願いします。

上嵯峨屋屋根返し作業　　2014.12.10

南木曽町教育委員会　鈴 木 義 幸



〈宿場の中を行く〉

〈外での昼は最高！〉

第４７回文化文政風俗絵巻之行列　2014.11.23（日）第４７回文化文政風俗絵巻之行列　2014.11.23（日）

　１１月の文化文政風俗絵巻之行列に初めて参加さ
せていただきました。参加するきっかけはお客様から
誘われたことでした。社会人１年目の時に初めて見た
ときから参加したいと思っていましたので、すぐに返
事をしました。
　当日、会社の先輩二人と参加させていただき、三人
で女旅人として行列に並ぶことになりました。南木曽
会館で旅姿に着付ていただき、同じ行列に参加する
人にわら草履の履き方を教えていただきました。出
発場所の渡島のグランドには一緒に行列に参加する
人、カメラマンの方、地元の人が大勢集まっていまし
た。先輩と着物姿を写真に撮ろうとすると、カメラマ
ンの方にすぐに囲まれて驚きました。
　行列が始まり、普段通ることがない中山道を慣れ
ないわら草履で歩くことに苦戦していました。行列
の一人として参加すると、観光客とは違った目線で
見ることができ、風俗行列の魅力を感じることがで
きました。
　恋野に着くころには、わら草履にも慣れていき、花
嫁行列と合流して宿場の中を歩くときには、歩き方
も観光している人、撮影している人に恥ずかしくな
いように歩くことができました。
　お昼休みに「さいとろさし」を見ていると、外国の観
光客に声をかけられ、一緒に写真を撮りました。行列
に参加していたからこそできた交流だと思いました。
　最終の大妻籠までわら草履で歩くと、足が痛く
なってしまいましたが、最後までやり終えて達成感が
ありました。
　着物を着付けてくださった裏方の人、写真を撮っ
ていただいた人、いろんな人と出会い、ふれあうこと
ができました。最後に餅拾いがありましたが、私は一
個も拾えませんでした。ですが、たくさんのお土産と
達成感を持ち帰ることができました。
　次回も参加することができれば参加したいです。
できなくても、観光客として私は妻籠宿のどこかで
風俗行列を見ていると思います。

【４７回行列参加者】
・歩いた人：１５４名、裏方：７０名、総勢２２４名
汗ばむような陽射しの中、充実した楽しい
一日となりました。

ＪＡ南木曽支所　林 　 綾 美



　下町に住み早２年。今年は家族で行列参加です。と
はいっても僕は愛友会の花嫁行列で参加するので、
一緒には歩けませんでした。４才の息子が最後まで
歩けるのか心配でしたが、やはり最後は抱っこしても
らったそうです。お疲れさま。
　さて僕の方の話をさせてもらいます。まずは花嫁
行列役の人が集まる公民館へと向かいます。長持の
担ぎ手、仲人役等が集まりだし、しばらくして花嫁が
到着し雑談等をしていて、ふと気が付くと窓の外は
カメラのレンズだらけになっています。移動の時間が
近づくと長持ちを外に運び出し、そこで記念撮影を
しますが、見知らぬ方々があれこれ花嫁にポーズを
注文してきます。やんわりとかわしながら集合写真
をパチリ。カメラマンの話を聞いていると仲人役を
婿と勘違いしている方々が多いようです。
　それから移動が始まり、長持歌の予行などをしつ
つ恋野へ向かいます。ちなみに長持は空なんです
が、歩いているうちに思います。中身が入っていたら
これは大変だぞと。そして恋野でいよいよ行列と合
流し、寺下に向かって進み始めました。鯉岩側に陣
取ったカメラマンが花嫁の背中側だと気付いて一斉
に横断、なかには長持の下をくぐる人まで。何度も止
まりながら下町に入りました。視線を上げると、妻籠
宿の軒並みと花嫁、馬の光景はとても絵になること
に気付きます。カメラを持って走り回る人たちの気持
ちもなんとなく理解しました。

妻籠愛友会　磯 村 琢 弥

〈下町を行く花嫁道中と陣屋太鼓〉

〈寺下を歩く〉

〈駕籠かきも疲れます・・・〉

〈大妻籠に向かう子どもたち〉

　全国町並み保存連盟が発足して今年は４０
年となりました。それを記念して、奈良今井
町・名古屋有松の会長と、連盟の理事長に宿役
人として行列に参加していただきました。写
真は恋野で花嫁と一休みの有松：服部豊会長
です。



　新春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上
げます。
　昨年末には情報誌「まち・むら」をお送りいただき
誠にありがとうございました。又、毎回広報「妻籠宿」
は楽しみに読ませていただいております。表紙の写
真の素晴らしさ、そして懐かしい風景写真と共にそ
れぞれの皆様の立場での文章から本当に妻籠を愛
し、観光地化することなくあるべき姿を守りながら次
の世代へ継ぐべく努力されている気持ちが伝わって
まいります。
　妻籠地区大運動会の様子では、半世紀以上も昔の
ことですが、中学生女子全員が白のブラウス、黒のス
カートで並び「信濃の国」のダンスを緊張の中にも胸
躍らせて踊ったこと。又、昭和の終わり頃だったで
しょうか。私が家に帰ると一人暮らしの母が「今日は
かわいい子どもの絵で運動会の招待状をもらったの
で、どうしても行かにゃならんとこよ」とうれしそうに
出かけていったものです。一度に思い出が吹出して
きて涙がでます。
　毎年の秋の文化文政風俗行列では風俗絵巻之回
覧板（瓦版）は楽しみの一つで、まとめて冊子として
残しています。衣装部の方々は前々からの準備、後か
たづけ等、私たちは何気なく見ている行列も妻籠の
たくさんの方々の一生懸命な気持ちの上に成り立っ
ていることが良くわかります。私のしていることなど
氷山の一角にすぎませんが、この度は「あしたの日本
を創る会」の方から突然の取材を受け、戸惑いました
が、情報誌に掲載され恐縮しております。
　あの日、常連の観光客の方々と別れた後で大浦さ
んご夫婦と家の「出居」に集まってゆっくりしている
と、東京から来たという若い親さんたち二組が「何か
食べるものはここらにはないですか？」と聞いてきま
す。７人程の子どもらはお腹を空かしている様子なの
で、味ご飯のおにぎりや野菜の漬物、お茶を差出すと
皆んなで分け合って食べ、やがて子どもたちは土手
に登って黄色になったからたちの実を転がしたり、白
いススキの穂をとってとても楽しそうに遊び始めま
した。「上手に子どもさんを育てているね！」と若いお
母さんに言えば、うれしげに笑っています。一時ほど
遊んで、みんな初めてであろう我が家の昔のトイレ
で用をすませ、礼儀正しく手を振って分れていきまし
た。何気ないできごとでしたが、小さな平和はこんな

ところにもあるんだなーと、私の心に強く残るひとと
きでした。
　さて、私の家も（と申しましても、名義は私の従兄
弟にあたる方で金沢市に在住で何度かお会いして話
はしていますが）長年主人と二人で守ってきました
が、共に老齢となりその維持も困難となってきており
ます。築１５０年以上は経っており、家の中の土間では
馬が飼われたり、私が子どもの頃まで屋根には石が
のっていましたね。家そのものも老朽化しております
ので不安を感じておりますが、三原則を守りながら
木曽谷の中の宿場景観の保存の意味からも、素朴な
このままの風景を残すことができればうれしいと切
に思っています。そして、少しでも皆様のお役にたつ
ことができれば幸せと考えております。乱文乱筆に
て誠に失礼いたしました。
　今年は特に厳寒の時節がら皆様のご健康と益々の
ご発展を心よりお祈り申し上げます。
（岡崎様からの手紙をご本人の承諾を得て原文のま
ま掲載させていただきました）

平成２５年度に
愛する会が取
得した旧本多
家を「まつや」
と命名し、理事
長が作成した
看板を取り付
けました。

ふるさとだよりふるさとだより

中津川市　岡 崎 由 子

「まち・むら」１２８号より

「まつや」の看板を

取り付けました！

「まつや」の看板を

取り付けました！

「まつや」の看板を

取り付けました！



１１月２０日
・携帯電話基地局新築（KDDI：上在郷） １件
・倉庫屋根修繕（橋場） １件
・舗装修繕（建設事務所：尾又） １件
・側溝修繕他（建設事務所：尾又、押手） ２件
・支障木伐採・枝払い工事（建設事務所：橋場、大妻籠） 
 １件
・駐車場新設・石積み補修工事（下町） １件
・配電線設備の保安伐採（中電） ５件
・町営第三駐車場農地復旧補修工事 １件
・観光地トイレ整備推進事業 １件

１２月２２日
・OPENの印（冬期のみ：妻籠観光協会） １件
・道路防災工事（落石防護柵：洞門付近） １件
・舗装修繕（町：宿場内） １件
・配電線設備の保安伐採（中電） ２件
１月２０日
・群状択伐（関電：大妻籠） １件
・架空通信ケーブル移転（関電：恋野） １件
・敷地保護工事（関電：災害復旧） １件
・護岸修繕工事（建設事務所：大妻籠・男埵川） １件
・妻籠宿保存地区建造物小規模修理事業（恋野） １件
・外壁塗装工事（上町：光徳寺） １件
・中山道災害復旧工事（教委：馬籠峠） １件
・脇本陣奥谷裏庭竹塀及び木戸修繕（教委） １件
・災害復旧工事（町：橋場・上在郷・下り谷） ５件

統制委員会審議事項

１１月 ４日 ： 広報部会、衣装部着付練習（７名）、
   博物館協議会（理事長）
 ５日 ： 風景の「語り部」育成研修会
   （案内人の会・波田町）
 ６日 ： 妻籠宿案内人の会学習会 、
   リニア説明会（南木曽会館）、
   全国町並み保存連盟理事会（鹿島・常務）
 ７日 ： 第37回全国町並みゼミ鹿島・
   嬉野大会（～９日）
 １０日 ： 衣装部会（行列衣装準備）
 １１日 ： 衣装部着付練習（７名）
 １２日 ： 氷雪の灯祭り実行委員会（木曽町）
 １４日 ： 衣装部行列衣装運び出し、行列幟旗立て
 １７日 ： 行列拡大部長会議
 １８日 ： 行列木戸組み立て、
   公民館妻籠分館建設委員会
 １９日 ： 元気づくり支援金事例発表会（合庁）
 ２０日 ： 統制委員会、広報「妻籠宿」１１２号発行
 ２１日 ： 関西電力中山道清掃作業（環境保全委員会）
 ２３日 ： 第４７回文化文政風俗絵巻之行列 
 ２５日 ： 木曽エコパーク会議、観協役員会
１２月 １日 ： 上嵯峨屋枕木づくり（７名参加）
 ２日 ： 長野放送撮影
 ３日 ： 行列反省会
 ８日 ： 衣装部会（衣装整理）
 ９日 ： 案内人の会世話人会
 １０日 ： 上嵯峨屋屋根返し（１６名参加）
 １２日 ： リニア新幹線事業説明会
 １５日 ： 名古屋テレビ撮影
 １９日 ： 観協役員会
 ２２日 ： 統制委員会
 ２４日 ： 木曽エコパーク会議
 ２６日 ： 理事会
 ２８日 ： 案内所仕事納　

１月 ４日 ： 新春放談会（１９名）、
   狼煙揚げ（２６か所・３４５名）
 ５日 ： 夜回り開始（～３月２日）
 １３日 ： 繭玉作り（観協女性部）
 １４日 ： 広報部会
 １６日 ： 妻籠宿連絡調整会議
 ２０日 ： 統制委員会
 ２１日 ： 案内人の会新年会
 ２６日 ： 文化財防火デー（４０名参加）
 ２７日 ： 木曽エコパーク会議

発行：公益財団法人妻籠を愛する会
〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻2159-2
ＴＥＬ：0264-57-3513（ＦＡＸ兼用）

【町営駐車場・本陣・大妻籠のトイレが
洋式・ウォシュレットになりました。】



　新春１月４日、好天に恵まれ木曽谷新春一斉狼煙
あげを例年どおり福島地区内７箇所で開催すること
ができました。
　準備は昨年１２月２１日、例年になく雪が積もって
いるなか、実行委員の皆さんと共に軽トラック７台
分の燃焼物を地権者様のご好意により福島伊谷地
区の山林において採取しました。
　当日は９時に役場木曽福島支所に集合し、会場ご
とに道具、燃焼物を積み込み留意事項を確認してか
らそれぞれの担当場所へ行き、最北木曽駒ミクロ
１０時３０分着火を待ちました。晴れ渡っているもの
の風も無い穏やかな天候であったので次々とあがっ
てくる狼煙が確認できました。
　参加者からは、「つながりました」新年から縁起良
く「木曽谷がつながりましたね」という喜びの声が
きかれました。
　今年一年は、木曽谷が一つにつながり、一丸と
なって良い一年にしていきたいと感じました。

木曽町　宮 戸 朋 幸

2015年1月4日　木曽谷新春狼煙揚げ
塩尻市奈良井城跡～馬籠峠頂上　２６箇所
2015年1月4日　木曽谷新春狼煙揚げ
塩尻市奈良井城跡～馬籠峠頂上　２６箇所

　十二兼では「さんちょ焼き（左義長）」を兼ねて行い
ました。点火は干支の未年生まれ２名。１０時３０分に
合わせ点火。風もなく狼煙らしい煙が勢いよく上がり
ました。近隣の地区の煙は確認できませんでしたが、
どこもうまく行っているとの情報が入りました。

（濟籐克仁）

〈南木曽町：十二兼集会所広場〉

〈木曽町：関山公園〉

〈大桑村：弓矢〉

〈塩尻市：奈良井城跡〉

〈上松町：天狗山公園〉
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